
 25春闘 妥結第一弾 
 3月11日時点の本部集約分

【北海道】
安全永楽交通労組　2月28日妥結。賃金は現
状維持▽生活支援金（助成金）として各人
の年間営収の0.5%以上を支給。平均額3万5
千円超で入社間もない人にも最低1万円支給
▽夏季一時金の3カ月前倒し支給や設備改善
実施も合意。

万
博
後
は
通
常
運
用

国
交
大
臣
が
答
弁

ＲＳにも改善基準告示適用

私
の
財
布
の
中

に
は
、
ほ
と
ん

ど
い
な
い
が
…

▽
新
１
万
円
札

の
顔
に
な
っ
た

実
業
家
の
渋
沢

栄
一
が
昔
、「
信

用
は
実
に
資
本
で
あ
っ
て
、
商

売
繁
栄
の
根
底
で
あ
る
」
と

言
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
言
葉
を

是
非
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
聞

か
せ
た
い
▽
現
在
の
ア
メ
リ
カ

は
何
十
年
も
か
け
て
築
い
た
信

用
を
数
ヵ
月
で
失
お
う
と
し
て

い
る
。
法
と
科
学
と
国
際
協
調

を
無
視
し
、
日
本
を
は
じ
め
と

し
た
長
年
の
同
盟
国
を
も
身
勝

手
に
批
判
し
て
〝
関
税
〞
で
脅

す
姿
勢
は
、
米
国
の
信
用
失
墜

と
さ
ら
な
る
物
価
高
を
招
く
。

世
界
的
な
「
ト
ラ
ン
プ
不
況
」

す
ら
懸
念
さ
れ
る
▽
だ
が
一
方

で
、
こ
の
世
界
情
勢
と
我
々
の

賃
上
げ
は
全
く
別
の
話
だ
と
強

調
し
た
い
▽
実
際
に
、
今
春
闘

で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
日
立
製

作
所
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
な
ど
、

ト
ラ
ン
プ
の
関
税
や
不
況
の
影

響
を
大
き
く
受
け
そ
う
な
企
業

で
も
満
額
回
答
が
相
次
い
だ
。

つ
ま
り
「
会
社
と
産
業
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
、
賃
上
げ
は
避

け
て
通
れ
な
い
」
こ
と
を
経
営

者
も
知
っ
て
い
る
の
だ
▽
当

然
、
ハ
イ
タ
ク
自
教
産
業
を
将

来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
他
産

業
に
負
け
な
い
賃
金
の
実
現
こ

そ
最
優
先
で
最
低
限
の
課
題
で

あ
る
▽
組
合
員
の
財
布
に
〝
渋

沢
栄
一
〞
を
増
や
す
た
め
、
団

結
し
て
春
闘
を
闘
い
抜
こ
う
。

Ｋ
・
Ｔ

　

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
全
自

交
労
連
・
交
通
労
連
ハ
イ
タ
ク
部

会・私
鉄
総
連
ハ
イ
タ
ク
協
議
会
）

は
、
３
月
６
・
７
日
に
都
内
で
中

央
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

７
日
に
東
京
・
お
茶
の
水
の
全

電
通
労
働
会
館
で
開
催
さ
れ
た

　

２
０
２
５
春
闘
の
第
一
号
妥
結
報
告
が
、
北
海

道
地
連
よ
り
届
き
ま
し
た
。
安
全
永
楽
交
通
労
組

は
23
春
闘
で
月
例
賃
金
配
分
率
１
％
増
を
勝
ち

取
っ
て
お
り
、
25
春
闘
で
は
配
分
率
２
％
ア
ッ
プ

を
要
求
し
て
交
渉
。
生
活
支
援
金
に
お
い
て
前
年

実
績
よ
り
約
５
千
円
増
額
の
平
均
３
万
５
千
円
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
、
大

幅
な
賃
金
改
善
を
求
め
、
闘
い
抜
き
ま
し
ょ
う
。

総
決
起
集
会
に
は
、
全
国
か
ら

２
５
０
名
以
上
の
ハ
イ
タ
ク
労
働

者
が
集
結
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新

法
絶
対
阻
止
へ
、
心
を
一
つ
に
し

ま
し
た
。
集
会
後
に
は
、
タ
ク

シ
ー
政
策
議
員
連
盟
（
辻
元
清
美

会
長
）
と
意
見
交
換
し
、
地
方
の

タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
実
態
を
訴
え

ま
し
た
。

　

６
日
に
は
行
政
交
渉
を
実
施
。

大
阪
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
24

時
間
運
行
な
ど
、
様
々
な
課
題
を

追
及
し
ま
し
た
。
厚
労
省
か
ら
明

確
な
回
答
が
あ
っ
た
一
方
、
残
念

な
が
ら
国
交
省
か
ら
は
明
確
な
回

答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
３
月
６
日
に
実
施

し
た
厚
生
労
働
省
交
渉

で
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
運
転
者
に
も
タ
ク

シ
ー
と
全
く
同
じ
、
改
善

基
準
告
示
の
労
働
時
間

規
制
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
大
阪
で
24
時
間
運
行

を
す
る
場
合
も
、
改
善
基

準
告
示
で
許
さ
れ
る
運

転
者
の
拘
束
時
間
は
日

勤
で
13
時
間
以
内
（
最
大

15
時
間
）
で
す
。
法
令
違

反
を
厳
格
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
面
に
記
事

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
、終
了
時
ま
で
の
措
置
。

万
博
終
了
後
は
通
常
の
運

用
に
戻
る
」
と
の
答
弁
を

引
き
出
し
ま
し
た
。

　

維
新
の
会
の
府
政
が

続
く
大
阪
で
は
、
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
全
曜
日
・
24
時
間
・
府

内
全
域
運
行
が
始
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
最
悪
の
場
合
、
万
博
終

了
後
も
こ
の
無
制
限
運
行
が
続
く

こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
た

め
、
こ
の
大
臣
答
弁
は
大
き
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。

３
月
14
日
の
衆
議
院
国
土
交
通

委
員
会
で
、
立
憲
民
主
党
の
森
山

浩
行
議
員
が
「『
万
博
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
』
に
つ
い
て
、
万
博
が
終
了
し

た
後
の
取
り
扱
い
は
」
と
質
問
し
、

中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
か
ら「
今

回
の
措
置
は
万
博
期
間
中
に
お
け

る
タ
ク
シ
ー
の
供
給
不
足
に
備
え

ハ
イ
タ
ク
Ｆ
中
央
行
動

２
・
３
面
に
詳
報

平
均
３
・
５
万
円
超

生
活
支
援
金
で
妥
結

大阪ＲＳ
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来
賓
と
決
意
あ
ら
た
に

Ｒ
Ｓ
に
も
労
働
規
制

違
反
あ
れ
ば
指
導

　

主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た

溝
上
泰
央
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
幹
事
（
全
自
交
労
連
中
央
執

行
委
員
長
）
は
、「
今
年
は
、
戦

後
80
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

30
年
、
と
い
っ
た
節
目
の
年
で
あ

り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
哀
悼
の　

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３

月
６
日
に
実
施
し
た
厚
生
労
働

省
要
請
＝
写
真
＝
で
は
、
全
自

交
神
奈
川
地
連
の
坂
本
良
介
副

委
員
長
が
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
運
転
者
へ
の
改
善
基
準
告
示

の
適
用
に
つ
い
て
「
ど
う
や
っ

て
労
働
実
態
を
把
握
す
る
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
て
お
き
た
い
」
と
冒
頭

で
述
べ「
世
界
で
起
き
て
い
る
様
々

な
紛
争
は
、
原
油
を
始
め
、
あ
ら

ゆ
る
物
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、

ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
再
び
誕
生
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ァ
ー
ス
ト
を
声
高
に
訴
え
、
特

例
の
無
い
関
税
を
課
す
姿
勢
は
、

大
国
と
し
て
の
余
裕
が
見
え
ず
、

今
後
の
日
本
の
経
済
に
お
い
て
も

ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
か
、し
っ

か
り
と
注
視
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
の
第
50
回
の

衆
議
院
選
挙
に
触
れ
、「
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
自
公
の
過
半
数
割

れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
夏
に
行
わ
れ
る
第
27
回
参
議
院

選
挙
で
も
、
私
た
ち
の
た
め
に
働

い
て
く
れ
る
多
く
の
国
会
議
員
を

し
っ
か
り
と
当
選
さ
せ
な
く
て
は

な
ら
な
い
」「
自
公
の
過
半
数
割
れ

に
よ
っ
て
、
拙
速
な
法
整
備
こ
そ

免
れ
た
が
、
足
り
な
い
タ
ク
シ
ー

の
補
完
と
し
て
始
ま
っ
た
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
・
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、当
初
の
懸
念
通
り
徐
々

に
運
行
時
間
帯
が
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。『
大
阪
万
博
』
で
の
『
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
24
時
間
稼
働
許
可
』

に
は
、
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

し
て
、
即
時
撤
回
を
国
土
交
通
省

に
要
請
し
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
私
た
ち
は
、
規
制
緩

和
と
の
長
い
闘
い
で
、
タ
ク
シ
ー

の
安
売
り
競
争
が
安
全
を
破
壊
す

か
」、「
大
阪
で
は
24
時
間
乗
務

す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
か
ね
な

い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

厚
労
省
労
働
基
準
局
監
督
課

の
子
安
成
人
・
副
主
任
中
央
労

働
基
準
監
察
監
督
官
は
、「
タ
ク

シ
ー
運
転
者
の
改
善
基
準
告
示

の
規
定
の
範
囲
内
で
運
用
し
て

  
集
会
で
は
、
タ
ク
シ
ー
政
策
議

員
連
盟
で
事
務
局
長
を
務
め
る
森

屋
隆
参
議
院
議
員
（
私
鉄
総
連
組

織
内
・
全
自
交
推
薦
）
よ
り
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
を
阻
止
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
超
え
て
い

る
場
合
は
指
導
す
る
」
と
回
答

し
、
日
本
版
Ｒ
Ｓ
ド
ラ
イ
バ
ー

に
も
、
タ
ク
シ
ー
と
同
じ
拘
束

時
間
や
休
息
期
間
の
規
制
が
適

用
さ
れ
、
運
行
す
る
タ
ク
シ
ー

会
社
に
対
し
て
監
督
指
導
を

行
っ
て
違
反
が
あ
れ
ば
、
そ
の

タ
ク
シ
ー
会
社
が
指
導
対
象
に

な
る
こ
と
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

　

▼
国
土
交
通
省
要
請
の
内
容

は
次
号
で
詳
報
し
ま
す
。

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
適
正
な

人
件
費
を
ま
か
な
え
る
だ
け
の
運

賃
・
料
金
を
実
現
す
る
た
め
、
全

国
の
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
の
声
を
一

つ
に
合
わ
せ
、
行
政
や
事
業
者
に

ぶ
つ
け
て
い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

ま
し
た
＝
写
真
。

　

森
屋
議
員
は
「
総
理
、
命
が
懸

か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、
岸

田
文
雄
前
首
相
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
問
題
を
追
及
し
た
昨
年
３
月
の

参
議
院
予
算
委
員
会
な
ど
、
１
年

前
の
情
勢
を
振
り
返
り
「（
推
進

派
は
）
も
っ
と
簡
単
に
導
入
で
き

る
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
労
働

組
合
が
一
致
団
結
し
て
運
動
を
展

開
し
、
国
民
に
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
問
題
点
を
）
浸
透
さ
せ
た
」
と

総
括
。

　
「
今
年
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題

に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
年
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
な
に
が
国
民
生

活
に
大
事
な
の
か
、
そ
れ
を
知
ら

し
め
る
闘
い
だ
。
国
会
の
場
で
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
に
決
着
を
つ
け

る
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

５
名
の
来
賓
よ
り
連
帯
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
合
の
清
水
事
務
局
長
は
「
連

合
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
引
き
続

き
取
り
組
む
」
と
述
べ
、
交
運
労

協
の
慶
島
事
務
局
長
は
「
日
本
維

新
の
会
は
、
し
ょ
う
こ
り
も
な
く

『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
』
を
提
出

す
る
と
聞
く
が
、
断
固
反
対
で
あ

る
。
ハ
イ
タ
ク
だ
け
の
問
題
で
な

く
、
人
流
・
物
流
に
関
わ
る
総
て

の
法
律
と
雇
用
法
制
へ
の
破
壊
攻

撃
と
位
置
づ
け
、
交
運
労
協
は
組

織
全
体
で
闘
う
」
と
強
固
な
連
帯

を
示
し
ま
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
辻
元
代
表
代
行

は
、
大
阪
万
博
を
口
実
と
し
た
日

本
版
の
24
時
間
運
行
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
を
突
破
口
に
全
面
解
禁
に

つ
な
げ
よ
う
と
す
る
維
新
の
下
心

が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
大
阪
か

ら
風
穴
を
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
全

力
を
尽
く
す
」
と
表
明
し
、「
労
働

者
の
政
権
を
作
り
、
賃
金
ア
ッ
プ

を
勝
ち
取
る
」
と
政
権
交
代
へ
の

強
い
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

全
タ
ク
連
の
坂
本
最
高
顧
問
は

「
公
共
輸
送
産
業
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
世
間
並
よ
り
給
料
が
低
い
の

に
、
え
え
時
だ
け
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
持
ち
上
げ
る
。
そ

ん
な
ア
ホ
な
話
あ
る
か
」
と
述
べ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
改
善
の
た
め
、

労
使
で
国
の
政
策
・
法
律
を
変
え

る
こ
と
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
交
運
労
協
の
小
島
哲
事
務

局
次
長
よ
り
「
タ
ク
シ
ー
と
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
関
す
る
千
名
意
識
調

査
」
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
法
制
化
を
「
迅
速
に
」

望
む
声
は
わ
ず
か
15
％
し
か
な
く
、

逆
に
６
割
以
上
の
利
用
者
が
「
慎

重
な
検
討
」
を
求
め
て
い
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

集会アピール
　本日、ハイタクフォーラムは、全国で働くハイヤー・タ
クシー労働者の固い決意を示すため「公共交通を
守り雇用破壊を許さない　ライドシェア新法絶対阻止　
３.７総決起集会」を開催した。
　思い返せば昨年の今頃、ライドシェア完全解禁をめ
ぐる情勢はまさに切迫し、ライドシェア新法成立の危機
は眼前に迫っていた。私たちハイタク労働者の闘争の
成果により、一旦はこの攻勢を退けることに成功した
が、決して楽観することはできない。
　自らの利益のみを追求するプラットフォーマーらは、
今この瞬間もライドシェア新法成立に向けた企みを続
けている。その証拠に、日本維新の会は、単独でも「ライドシェア新法」を提出する意向
を明らかにしている。
　また、利用者の移動困難を解消するため、やむなく容認した「日本版ライドシェア」に
ついても、大阪では万博開催を口実に、24 時間・府内全域での運行が認められ、そこ
に巨大資本が参入して大規模なライドシェアドライバー募集を行うなど、本来の趣旨を逸脱
した運用が始まっている。これが実質的なライドシェアの完全解禁につながることも強く危
惧される。
　しかし、私たちは決して負けない。この闘いに負けてはならない。
　地域公共交通の安全と安心が破壊され、労働者の待遇と雇用の安定が破壊される。
ライドシェアの完全解禁がもたらすこのような絶望的な未来を、私たちは自らの誇りにかけ
て阻止しなければならない。
　決して忘れてはならないのは私たちが孤独ではないことだ。連合や交運労協をはじめと
する働く仲間、労働者の目線に立つ学識者や弁護士、良識ある事業者、この国の未来
を真剣に考える議員と行政担当者が、私たちの横に立ち、共に闘ってくれた。そして何よ
りも安全で安心、持続可能な移動手段を求める利用者の思いを背に受け、私たちは今後
も闘っていく。
　ハイタク労働者の待遇を向上させ、地域公共交通と雇用を守り抜き、ライドシェアなど不
要な状況を作りだそう。今こそ長年にわたったライドシェア問題にピリオドを打つ時だ。私た
ちは公共交通で働く者の使命と矜持を胸に、全力でライドシェア新法絶対阻止のために闘
うことを決議する。

２０２５年３月７日
公共交通を守り　雇用破壊を許さない

ライドシェア新法絶対阻止　３・７総決起集会

森屋たかし参議院議員
ＲＳ新法阻止の行動報告

３
・
７
総
決
起
集
会

私鉄関東ハイタク協議会
日の丸自動車労組の齋藤
貴子書記長

清水秀行
連合事務局長

慶島譲治
交運労協事務局長

辻元清美
立憲民主党代表代行

古川元久
国民民主党代表代行

坂本克己
全タク連最高顧問

千人調査について報告をい
ただいた交運労協の小島哲
事務局次長

全
国
の
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

声
を
一
つ
に
ぶ
つ
け
よ
う

溝
上
代
表
幹
事
あ
い
さ
つ

行政に要請・交渉

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行２０２５年３月20日 第１２５８号（2）



交
運
労
協　
春
闘
総
決
起
集
会

社
会
を
支
え
る
労
働
者
に
賃
上
げ

24時間運行を見直せ
万
博
Ｒ
Ｓ
問
題

大
阪
府
に
要
請

　

タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟
（
辻

元
清
美
会
長
）
の
幹
部
議
員
は
、

３
月
７
日
に
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
意
見
交
換
し
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
の
訴
え

を
聞
き
ま
し
た
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

新
法
阻
止
や
、
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ

い
て
確
認
し
た
ほ
か
、
地
方
の
タ

ク
シ
ー
産
業
や
利
用
者
を
支
え
る

た
め
に
は
、
国
の
直
接
支
援
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

全
自
交
東
北
地
連
の
高
橋
学
委

員
長
は
「
東
北
で
は
８
社
の
タ
ク

シ
ー
会
社
が
倒
産
。
多
く
の
会
社

が
24
時
間
営
業
を
続
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
乗
務
員
の
年
収
も
東
京

で
は
他
産
業
並
み
に
な
っ
た
が
東

北
で
は
ま
だ
１
０
０
万
円
以
上
の

賃
金
格
差
が
あ
る
。
安
易
な
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
ま
す
ま
す
公
共
交
通

を
弱
ら
せ
る
悪
循
環
だ
」と
述
べ
、

国
に
よ
る
支
援
金
や
、
最
低
賃
金

の
支
給
支
援
、
公
共
交
通
へ
の
消

費
税
免
除
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

維
新
の
会
の
政
策
を
背
景
に
、

万
博
開
催
を
口
実
と
し
て
、
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
全
曜
日
・
24

時
間
・
大
阪
府
内
全
域
運
行
が
始

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

全
自
交
関
西
地
方
連
合
会
と
交

通
労
連
関
西
地
方
総
支
部
ハ
イ
タ

ク
部
会
、
私
鉄
関
西
ハ
イ
タ
ク
労

働
組
合
連
合
会
の
３
団
体
は
２
月

14
日
、
大
阪
府
へ
の
要
請
を
行
い
、

根
拠
な
き
24
時
間
運
行
に
抗
議
し
、

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
全
面
解
禁
に
つ

な
が
る
」
と
し
て
即
時
見
直
し
を

求
め
ま
し
た
。
万
博
終
了
後
も
理

由
を
こ
じ
つ
け
24
時
間
運
行
を
継

続
す
る
懸
念
に
対
し
、
大
阪
府
の

担
当
者
は
「
万
博
後
は
白
紙
」
と

し
か
回
答
せ
ず
、
我
々
の
疑
念
は

解
消
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
自
交
岩
手
地
本
の
一

関
支
部
（
千
葉
隆
敏
委
員

長
）と
、岩
手
県
タ
ク
シ
ー

協
会
一
関
支
部
は
２
月
７

日
、
佐
藤
善
仁
・
一
関
市

長
に
燃
料
高
騰
へ
の
支
援

を
要
請
。
岩
手
地
本
の
要

請
で
多
く
の
自
治
体
支
援

が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
運
輸
・
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
働

者
60
万
人
が
集
う
交
運
労
協
は
、
３
月
３
日
、

都
内
で
春
闘
総
決
起
集
会
を
開
催
。
池
之
谷

潤
議
長
は
「
こ
の
社
会
を
支
え
る
私
た
ち
キ
ー

ワ
ー
カ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
と
労
働
条
件

を
勝
ち
取
る
た
め
、
す
べ
て
の
組
合
員
が
最
後

ま
で
闘
い
抜
く
こ
と
を
要
請
す
る
」
と
述
べ
、

交
通
運
輸
産
業
の
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
の
実

態
を
変
え
る
強
い
決
意
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
連
合
の
交
通
・
運
輸
部
門
連
絡
会
と

の
共
催
で
、
芳
野
友
子
連
合
会
長
も
参
加
し

「
物
価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ
。
労
働
の
価
値

に
見
合
う
賃
上
げ
」
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

岩手地本

全自交労連は次の参議院選挙で

　森屋たかし 参議院議員（私鉄総連組織内）

　岸　まきこ 参議院議員（自治労組織内）

 の推薦を決定しています

全自交関西地連の櫻井邦広委員長（右から４人目）ら
が、大阪府に要請書を提出し、断固反対を主張。野々上
愛府議（右から２人目）、山田健太府議（右端）も同席。

２月１８日には一関
駅で組織拡大行動
も実施しました 一関市に支援要請一関市に支援要請

タクシー政策議連と意見交換タクシー政策議連と意見交換

森
屋
た
か
し

森
屋
た
か
し

森
屋
た
か
し

森
屋
た
か
し

地方のタクシーの実情を訴える地方のタクシーの実情を訴える

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２５８号（3）２０２５年３月20日



全国で春闘体制に突入闘うぞ！神戸相互
地
裁
へ
提
訴
　
県
労
委
に
も
申
立

神
戸
相
互　

不
当
解
雇
事
件

賃
上
げ
な
き
産
業
に
未
来
な
し

　

昨
年
末
に
不
当
解
雇
さ
れ
た
神

戸
相
互
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合
の
安

尾
崇
伯
副
委
員
長
は
、２
月
25
日
、

神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
と

取
締
役
１
名
を
相
手
取
り
、
神
戸

紛
れ
も
な
く
、
到
底
許
す
事
な
ど

で
き
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
私
ひ
と

り
で
闘
い
抜
く
事
は
で
き
る
筈
も

な
く
、
家
族
の
協
力
と
組
合
の
仲

間
の
皆
様
の
お
力
添
え
、
お
支
え

を
頂
き
提
訴
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
闘
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
後
押
し
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
全
面
勝
利
へ
の
固
い
決
意

を
語
っ
て
い
ま
す
。

労
働
行
為
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

我
々
は
兵
庫
県
労
働
委
員
会
に
も

救
済
申
し
立
て
を
し
、
闘
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
最
中
に
会
社
は
私

を
勤
め
人
に
と
っ
て
死
罪
に
値
す

る
懲
戒
解
雇
処
分
に
至
ら
し
め
ま

し
た
」
と
経
緯
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
こ
れ
は
会
社
に
よ
る

不
当
労
働
行
為
に
負
け
ず
に
残
っ

て
く
れ
て
い
る
組
合
員
に
動
揺
を

与
え
、
組
合
弱
体
化
を
図
る
会
社

の
計
画
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は

西
地
連
の
機
関
紙「
全
自
交
関
西
」

に
コ
メ
ン
ト
を
投
稿
し
、「
会
社

が
私
に
し
て
き
た
こ
の
無
法
な
行

い
は
、一
昨
年
末
よ
り
始
ま
っ
た
、

会
社
に
よ
る
組
合
攻
撃
に
端
を
発

し
ま
す
。
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協

定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

組
合
に
通
知
す
る
事
な
く
、
管
理

職
に
よ
る
新
し
い
組
合
結
成
に
肩

入
れ
を
し
た
ば
か
り
か
、
乗
務
員

で
あ
る
当
組
合
員
へ
の
脱
退
勧
奨

や
当
組
合
に
対
す
る
数
々
の
不
当

為
救
済
申
立
を
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
今
年
２
月
３
日
、
安
尾
氏

の
地
位
保
全
と
損
害
賠
償
を
求
め

て
第
二
次
救
済
申
立
を
行
い
ま
し

た
。
裁
判
の
原
告
代
理
人
は
、
労

働
委
員
会
で
も
代
理
人
を
務
め
る

大
阪
労
働
弁
護
団
の
在
間
秀
和
・

普
門
大
輔
両
弁
護
士
が
担
当
。
全

面
勝
利
に
向
け
、
全
自
交
関
西
地

連
で
は
傍
聴
応
援
な
ど
の
支
援
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

安
尾
氏
は
、
提
訴
に
当
た
り
関

罪
文
の
掲
示
を
請
求
す
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー
労
組

は
兵
庫
県
労
働
委
員
会
に
対
し
、

昨
年
４
月
22
日
に
不
当
労
働
行

地
方
裁
判
所
尼
崎
支
部
に
提
訴
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
安
尾
氏
に
対

す
る
懲
戒
解
雇
処
分
の
無
効
と
地

位
確
認
、
賃
金
補
償
、
慰
謝
料
、

名
誉
毀
損
行
為
の
損
害
賠
償
、
謝

北
海
道
地
連

北
海
道
地
連
は
２
月
13
日
に
札

幌
市
内
で
春
闘
臨
時
大
会
を
開
き
、

鈴
木
久
雄
委
員
長
は
「
会
社
が
厳

し
い
か
ら
と
言
っ
て
、
要
求
し
な

い
こ
と
は
現
状
の
追
認
に
な
る
」、

「
各
単
組
の
団
交
で
、『
私
た
ち
の

要
求
す
る
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

に
は
、
運
賃
改
定
（
札
幌
圏
以
外

は
迎
車
料
金
新
設
）
が
必
要
で
あ

る
。
従
っ
て
、
当
社
か
ら
運
賃
改

定
の
機
運
を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
』

と
の
要
求
を
」
と
求
め
、
価
格
転

嫁
の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

関
東
・
東
京
地
連

　

関
東
地
連
と
東
京
地
連
は
２
月

13
日
、
都
内
で
合
同
の
春
闘
討
論

集
会
を
開
き
、
春
闘
方
針
や
統
一

要
求
を
確
立
し
ま
し
た
。。
全
自

交
労
連
の
方
針
に
基
づ
い
た
月
額

２
万
８
０
０
０
円
の
要
求
額
に
つ

い
て
、
関
東
地
連
の
水
野
潔
委
員

長
は
「
全
単
組
が
高
い
要
求
を
出

し
て
、
事
業
者
と
協
議
を
」
と
呼

び
掛
け
、
東
京
地
連
の
内
田
亨
委

員
長
は
「
こ
の
要
求
金
額
の
意
味

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
交
渉

を
。
経
営
者
が
真
剣
に
考
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
が
き
た
」
と
述

べ
ま
し
た
。愛

知
地
連

　

愛
知
地
連
は
２
月
３
日
、
蒲
郡

市
で
開
い
た
中
央
委
員
会
で
春

闘
方
針
と
地
連
統
一
要
求
を
確

立
。
下
出
健
雄
委
員
長
は
「
月
額

２
万
８
千
円
以
上
昇
給
の
意
味
を

組
合
が
事
業
者
に
対
し
、
し
っ
か

り
と
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、今
春
闘
の
意
義
を
強
調
。

翌
４
日
の
勉
強
会
で
は
、
本
部
の

本
田
有
書
記
次
長
が
「
賃
金
体
系

に
よ
ら
ず
賃
率
・
配
分
に
こ
だ

わ
っ
た
要
求
、
交
渉
が
必
要
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

静
岡
ハ
イ
タ
ク

　

静
岡
ハ
イ
タ
ク
連
合
会
は
２
月

６
日
、
焼
津
市
内
で
拡
大
幹
事
会

を
開
催
し
、
春
闘
方
針
と
要
求
水

準
を
決
定
。
新
垣
賀
規
委
員
長
は

「
運
転
者
不
足
を
解
消
し
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
た

め
に
も
、
他
産
業
に
負
け
な
い
賃

上
げ
が
必
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
労
使
懇
談
会

で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
本
部
の
本
田
有
書
記
次
長
が

ハ
イ
タ
ク
産
業
の
現
状
と
静
岡
地

区
に
お
け
る
課
題
等
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

北
信
越
地
連

昨
年
11
月
に
結
成
さ
れ
た
北
信
越

地
連
は
、
能
登
地
域
の
復
興
支
援
を

兼
ね
、
石
川
県
志
賀
町
で
２
月
25
、

26
日
に
春
闘
討
論
集
会
を
開
き
ま

し
た
。
震
災
で
被
害
を
受
け
た
石
川

交
通
労
組
七
尾
支
部
の
受
川
裕
一
支

部
長
は
、
全
国
か
ら
の
支
援
に
感
謝

し
地
域
交
通
を
守
り
抜
く
決
意
を
表

明
。
石
橋
剛
委
員
長
は
改
め
て
復
興

へ
の
思
い
を
述
べ
、
春
闘
勝
利
に
向

け
、
団
結
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
各

県
地
連
の
代
表
者
が
春
闘
要
求
を
説

明
し
、
各
地
の
公
共
・
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
状
況
を
報
告
。
全
自
交

本
部
の
津
田
光
太
郎
書
記
次
長
が
春

闘
課
題
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

富
山
地
連

　

富
山
地
連
は
2
月
11
日
の
第
46

回
委
員
会
で
春
闘
方
針
を
確
立
。

石
橋
剛
委
員
長
は
「
私
た
ち
の
生

活
を
維
持
す
る
上
で
は
こ
れ
ま
で

通
り
の
要
求
で
は
到
底
間
に
合
わ

ず
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
も

追
い
越
さ
れ
る
。
月
間
２
万
８
千

円
・
年
間
８
％
と
い
う
要
求
額
は

決
し
て
大
げ
さ
な
数
字
で
は
な

い
。
私
た
ち
も
経
営
者
も
考
え
方

を
変
え
な
け
れ
ば
ハ
イ
タ
ク
産
業

は
見
放
さ
れ
る
」
と
25
春
闘
の
認

識
を
語
り
ま
し
た
。

関
西
地
連

　

関
西
地
連
は
、
２
月
11
日
に

大
阪
市
内
で
開
い
た
春
闘
討
論

集
会
で
、
２
万
８
千
円
以
上
の

賃
上
げ
と
早
期
の
運
賃
改
定
、

白
タ
ク
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止
を

柱
と
す
る
春
闘
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。
櫻
井
邦
広
委
員
長
は

乗
務
員
の
社
会
的
地
位
向
上
を

訴
え
「
こ
の
業
界
の
モ
ラ
ル
の

な
さ
、
企
業
理
念
の
な
さ
が
一

番
の
問
題
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

神
戸
相
互
労
組
の
闘
争
に
つ
い

て
訴
訟
代
理
人
の
在
間
秀
和
弁

護
士
の
講
演
を
聞
き
、
春
闘
課

題
に
つ
い
て
全
自
交
本
部
の
野

尻
雅
人
書
記
長
の
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。

　全国の全自交の仲間より、神
戸相互労働組合の争議に対す
る支援カンパとして

７１４，７４０円
が寄せられました。誠にありがと
うございます。
　また、会社への抗議文送付
の取り組みでは、８４通も
の抗議文や組合への激励文が
届きました。深く感謝します。
　闘争の長期化が予想されるた
め、今後も継続的な支援カンパ
に取り組みます。理不尽な経営
者と闘う仲間のため、どうかご
協力をお願いします。
 全自交労連本部

関
東
地
連・東
京
地
連
の
春
闘
討
論
集
会

関西地連

富山地連

愛知地連

静岡ハイタク　労使懇

北海道地連

北信越地連
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